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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

曽 畑 貝 塚 貝 塚 縄文時代 土墳墓

縄文土器 (押型文,轟 式,曽 畑式,市 来式,鐘

崎式,北 久根山式など),石 器 (石鏃,削 器,石

匙,石 錘,磨 製石斧など),貝 輪,貝 類遺体 (マ

ガキ,ハ イガイ,オ キシジミなど),脊 維動物

遺体 (シカ,イ ノシシ,ク ジラ類など)

特 記 事 項

調査区西側と東側で貝層を検出。前者は西貝塚,後 者は東貝塚と呼称され,西 貝塚では形成時期が

異なる2層 の貝層 (第1貝層と第 2貝層)が 確認された。

西貝塚下層のマガキを主とする貝層 (第2貝 層)は ,出 土遺物から縄文時代前期に形成された貝層と

判断され,そ の広がりは直径10m程度と推定される。また,上 層のハイガイやマガキを主体とする貝

層 (第1貝層)は ,後 期に形成された貝層とみられ,そ の広がりは南北約25m,東 西約 8mと 推定され

る。なお,第 2員 層下の上層でも曽畑式上器が出上しているが,上 器の形態や文様構成は,貝 層出土

のものと共通する。
一方,直 径20m程 度と推定される東貝塚の純貝層もマガキを主としており,縄 文時代後期の上器が

出上した。純貝層から出上した炭化物の炭素年代測定では,出 上した縄文土器の年代的位置付けとも

合致する結果が得られた。

出土遺物の中′きは縄文土器であり,押 型文土器,轟 式上器,曽 畑式上器,市 来式上器,鐘 崎式上器,

北久根山式上器などが出上したが,な かでも曽畑式上器の出土量は突出している。出上した曽畑式上

器については,日 縁部が外反するものが多く, 日縁部文様帯は横位の平行沈線文やこれに加えて山形

文を施文するものが主体であり,文 様常にやや整然さを欠くなどの特徴がある。このことから,曽 畑

貝塚低湿地で出上した日縁部文様常に末」突文を施す曽畑式上器より新しい段階に位置づけることがで

きよう。
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